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第29回農業環境シンポジウム
「農業・農村における身近な生物多様性の保全と活用をめざして」

第29回農業環境シンポジウムが2008年2月1日

（金）に東京国際フォーラムにおいて農業環境技術

研究所の主催、農林水産省と日本学術会議の後援に

より開催されました。内容豊かな講演と多くの参加

者、そして活発な質疑応答・意見交換等により大変

盛況でした。当日の参加者数は260名（内訳は、独

法研究機関19％、大学10％、研究機関20％、行政

14％、民間18％、NPO1％、その他18％）でした。

農村には水田、畑、樹園、草地、林地等を含む農

業生態系があり多様な生き物が棲息しています。国

内外において1980年代以降農業生態系の生物多様

性を保全し自然と調和した豊かな環境を確保しよう

とする動きがあります。一方、過度の農業開発によ

り農村地域を棲みかにしている生き物の中には棲息

の場を失っている種類も多くみられます。

近年、保全生態学や昆虫生態学等の研究者は農業

生態系に棲息する生き物の実態を正面から見据え、

生物多様性の現状を理解し、保全と活用を目指した

調査・研究を進めています。今回の農業環境シンポ

ジウムはそれらの中から主な研究成果を公開し、農

業生態系における身近な生物多様性の保全と活用を

めざした研究や事例を広く考えるとともに、今後の

研究や政策に活かすことを目的に開催されました。

講演は、1.生物多様性の保全のための地域区分と

管理（基調講演）、大澤雅彦教授（東京大学大学院）、

2.農村ランドスケープと生物多様性、山本勝利・

楠本良延（農環研）、3.生物多様性にとっての水田

生態系管理、日鷹一雅（愛媛大学）、4.農業に有用

な生物多様性、田中幸一（農環研）、5.放牧で草原

の生物を維持する−北上山地安家森のチョウを例

に−吉田信代（農研機構・東北農研セ）で、最後に、

6.総合討論（−これからの農林畜産業と生き物との

共存に向けて—座長　平井一男（農環研）、コメン

テーター高橋佳孝（農研機構・近中四農研セ））が

行われました。

今回のシンポジウムでは農環研の成果発表を含

め、他機関の研究成果も発表していただきました。

また、近年人口に膾炙している生物多様性の具体的

中味を知りたいという期待もあったと思われ、予想

を超えた人々にご出席いただき盛況でした。さらに

農業に関する生物多様性に対する多様な意見・質問

も出され、今後の研究推進や公開セミナーの持ち方

について参考になることが多々ありました。主な意

見・質問として、生物多様性研究の受け手は誰か、

生産者が直面している現状をもっと考えてほしい、

農業環境シンポでは学会シンポとはちがう観点の内

容を扱ってほしい、総合討論の時間を多くしてほし

い等々が出されました。受付で配布した質問用紙に

も多くの質問や意見が寄せられ、未回答部分につい

ては近々に農環研HPに掲載する予定です。

（生物多様性研究領域長　平井 一男）
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